
【小説】 【その他】

乙女道スカウト狩り 石田　衣良 ＡＩ時代の未来地図 ＮＴＴデータ経営研究所／監修

あの日のチョコレート 江國　香織 柳沢吉保 深井　雅海

アラームが鳴らないうちに 川口　俊和 子連れＧＵＡＭ 高橋　香奈子

森田繁子と腹あんばい 河崎　秋子 「かわいい」論 四方田　犬彦

失くしても、また 小手鞠　るい 今すぐ役立つ家庭備蓄の「新常識」 高岡　武志

隠元 澤田　瞳子 勉強が面白くなった瞬間 東大カルペ・ディエム

ホテルナイトホークス 小路　幸也
「氷の島」グリーンランドで何が起

きているのか
庭野　匡思

誰が首 住田　祐 食べられる野草 長野　修平／監修

天神小五郎人情剣 辻堂　魁 老年医学事典 葛谷　雅文

絶遠の春 堂場　瞬一 もらいうつ 高橋　一志

暗殺の交響曲 中山　七里
おから大学教授が教えるすごい食べ

方大全
文響社

フィクサー 真山　仁 らくヨガ 高尾　美穂

弾丸とヒマワリ 箕輪　尊文 走るより運動になる「歩き方」 久道　勝也

沈黙の患者 南　杏子
年金暮らしでもお金をかけずにでき

る０円予防医学
森　勇磨

金曜日のビストロジュン 山口　恵以子 秋冬手編みコレクション　４０ ブティック社

眠れない夜の喫茶店 八木沢　里志
キッチンからのぞく資本主義

食べものの１５年
農山漁村文化協会／編集

深川かたぎ 山本　一力
大きな字でわかりやすいスマート

フォン超入門
リンクアップ

海町、古書店ものがたり 浅倉　卓弥
生きるということは、本当は、喜び

です
かこ　さとし

志記　２ 高田　郁 大相撲１００年の名勝負１００ ベースボール・マガジン社

先生が終わらない 額賀　澪 宇野千代ちょっと自伝 宇野　千代

柳生純情 井原　忠政 帳の向こう 國分　功一郎

九宝ギンコの奇怪特報 暁烏　壱才 シルバー川柳　晴ればれ人生編 みやぎシルバーネット／編

あいつも誰かに殺される 下村　敦史 るるぶ愛知　’２７ JTBパブリッシング

新 着 図 書 案 内
＊ 南越前町の図書館では、町内どこの図書館でも貸出・返却が可能です。
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＜ 一 般 書 ＞



【えほん】 【おはなし】

なにみつけたの？ おおはし　えみこ ふたりのあした 石井　睦美

かってにしゃしんをとらない！のせ

ない！わたさない！
清永　奈穂／文・監修 ロンパ倶楽部謎解きファイル　１ 森　晶麿

森の落としもの探検帳 飯田　猛 ふたりでおでかけ 福田　隆浩

だーれだ なかえ　よしを パレスチナの羊飼い アン・ローレル・カーター

カーズ　マックィーンのおいわい

レース
スティーブ・ベーリング テムズ川宝さがしクラブ　３ カチャ・ベーレン

マザーツリー シビル・ローゼン ぼくの名前はサミーム フィダン・ミークル

テオのりんご きたむら　えり 魔法の庭の子ねこたち　２ あんびる　やすこ

かぼちゃものがたり 真珠　まりこ 鬼の子孫都へ行く 小森　香折

パンどろぼうとさすらいラーメン 柴田　ケイコ ふしぎ駄菓子屋銭天堂　６ 廣嶋　玲子

ひかりのえ すどう　ひろゆき ほねほねザウルスキャラクター大百科 カバヤ食品株式会社／原案・監修

ぼくの地球絵日記 鈴木　まもる 【その他】

わんぱくだんのカレーおうこく ゆきの　ゆみこ
ツッコミたくなる！正解がヘンすぎる

雑学クイズ
こざき　ゆう

あかいまるなーに？ せな　けいこ
飾れる！使える！たのしい！おりがみ

の時間
ブティック社

あたまにキノコがはえちゃった！ ピンシュエン・チュー はたらく細胞病気を学べる図鑑 清水　茜／原作

カント ヨン・フォッセ こども道路交通法 山崎　聡一郎

どんぐりむらのおいしゃさん なかや　みわ しずくちゃん　４５ ぎぼ　りつこ

つくる！はこぶ！おこめをとどける

のりものたち
はっとり　ひろき ぼくは気象庁の予報官 井上　創介

この他にも新着図書はあります！ぜひ、図書館へお越しださい！

《お問い合わせ》

南条図書館 ４７－３８１９

今庄図書館 ４５－８００４

河野図書館 ４８－２８８１

《ＨＰアドレス》

http://lib.town.minamiechizen.fukui.jp/

*図書の検索・予約などができます。

＊ＨＰからメルマガの登録ができます。

＜ 児 童 書 ＞

読書週間（10/27～11/9）です

「静かだけど、冒険中。」

企画展示「スポーツ」開催中です！

期限切れ雑誌の無償配布

河野図書館 配布中（10/29まで）

南条・今庄図書館 10/30～11/13

「晴れの日の木馬たち」

原田 マハ・著 新潮社 ２０２５年

岡山の貧しい家に生まれ、病に倒れた最愛の父を支えるために、倉敷紡績で働く少女、すてら。

社長の大原孫三郎と出会い、贈られた雑誌「白樺」でゴッホの絵に心を打たれ、自分も大好きな

小説を書くという決心をします。ある出来事で岡山を去り、東京での生活を始めることになった

すてら。恩師になる女流作家の書生となり、物語は進んでいきます。好きなことを諦めない、明

治・大正を生きたすてらがとてもまぶしく、読んでいて気持ちのいい物語です。


